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Ⓒ 和光市

　平成25年6月定例会は、5月30日（木）から6月17日（月）
までの19日間にわたって開かれました。
　今定例会では、市長から提出された報告2件、議案14
件と陳情１件について審議しました。

今号は、6月定例会のあらましを
お知らせします

和
光
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

�

【
原
案
可
決
】

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ
れ
た

場
合
に
設
置
さ
れ
る
、
和
光
市

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
案

を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。 ６

月
定
例
会
の
主
な
議
案

和
光
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
会
議
条
例
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て�

【
原
案
可
決
】

　

子注
１

ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法

か
ら
成
る
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
の
平
成
27
年
度
施
行

に
向
け
て
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
第
77
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
和
光
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
を
設
置
し
、
同
機
関

の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
条
例
案
を
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

注
１ 

平
成
24
年
8
月
に
成
立
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」「
認

定
こ
ど
も
園
法
一
部
改
正
法
」「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
認
定

こ
ど
も
園
法
一
部
改
正
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
を
い
い
ま
す
。

議長　菅原 満
当選6回。平成19年5月16日から平
成20年9月22日まで、平成23年5月
17日から議長を務める。

副議長　栗原 次男
当選4回。文教厚生常任委員長、総
合体育館建設問題対策特別委員長
などを歴任。

副
議
長
を
選
出

市
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て�

【
原
案
可
決
】

　

２
期
目
に
お
い
て
も
、
市
長

の
給
料
の
月
額
を
20
％
減
額
し
、

副
市
長
の
給
料
に
つ
い
て
も

市
長
の
減
額
割
合
に
合
わ
せ
て

25
％
か
ら
20
％
に
改
め
る
条
例

案
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
減
額
後
の
給
料
に

つ
い
て
は
、
市
長
は
月
額
65
万 

７
、６
０
０
円
で
、
副
市
長
は

月
額
56
万
８
、８
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

報
告
事
項

繰
越
明
許
費
繰
越
し
の
報
告
に

つ
い
て

　

市
長
か
ら
、
平
成
24
年
度
予

算
の
う
ち
、
次
の
会
計
に
お
け

る
今
年
度
へ
の
繰注

２

越
明
許
費
の

繰
越
し
が
報
告
さ
れ
、
受
理
し

ま
し
た
。

◦
一
般
会
計

　

白
子
小
学
校
普
通
教
室
棟
ア

ス
ベ
ス
ト
撤
去
事
業
９
、２
０
８ 

万
５
千
円
な
ど
８
事
業

◦
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

新
河
岸
川
第
3
排
水
区
雨
水

管
整
備
事
業
８
４
０
万
円
１
事
業

注
２ 

繰
越
明
許
費
と
は
、そ
の
性
質

上
又
は
予
算
成
立
後
の
事
由
に
よ
り

年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
と
な
る
歳
出
予
算
の
経
費
に
つ
い

て
、予
算
で
限
度
額
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、翌
年
度
に
限
り
繰
り
越
し
て

使
用
で
き
る
経
費
を
い
い
ま
す
。

職
員
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て�

【
否
決
】

　

国
か
ら
、
国
家
公
務
員
の
給

与
減
額
支
給
措
置
に
準
じ
た

措
置
を
行
う
要
請
を
受
け
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
特
例
期
間
、

職
員
の
給
料
を
職
員
の
区
分
に

応
じ
た
減
額
率
で
減
額
し
て
支

給
す
る
条
例
案
を
否
決
し
ま
し

た
。

※
採
決
は
記
名
投
票
に
よ
り

可
否
同
数
。
地
方
自
治
法
第

１
１
６
条
第
１
項
に
基
づ
く
議

長
裁
決
に
よ
り
否
決
。

　

５
月
30
日
（
木
）、
６
月
定
例
会

開
会
日
に
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

栗
原
次
男
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
菅
原
満
議
長
は
引
き
続
き
議

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平成24年度 政務調査費・政務活動費交付状況

　議員の資質向上のため、市議会議員の調査研究その他の活動に必要な
経費の一部として、議員個人に対して政務調査費を交付しています。平成
24年度における各議員の収支報告状況をお知らせします。
　政務調査費の額は、1人当たり月額20,000円で四半期ごとに議員の請求
により、交付しています。
　交付を受けた政務調査費の総額から必要経費を支出して残額がある場
合は、政務調査費を返還することになっています。
　和光市議会では、議員は次の活動経費において政務調査費を充てること
ができます。 

研究研修費・調査旅費・資料作成費・資料購入費・広報費
広聴費・人件費・事務所費

　また、平成25年3月1日から政務活動費に改正されましたが、額等の改正
はありません。詳細は、議会図書室又は市議会ホームページでご覧いただ
けます。

議　員　名
政務調査費 

（平成25年2月28日まで）
政務活動費 

（平成25年3月1日から）
請求額 支出額 残額 請求額 支出額 残額

金井　伸夫 100,000 110,250 0 20,000 0 20,000 

熊谷　二郎 220,000 214,525 5,475 20,000 7,139 12,861 

須貝　郁子 220,000 292,915 0 20,000 12,670 7,330 

田上　安男 220,000 221,829 0 20,000 21,420 0 

吉田　武司 220,000 264,875 0 20,000 800 19,200 

阿部かをる 180,000 126,626 53,374 0 0 0 

村田富士子 180,000 86,241 93,759 0 0 0 

佐久間美代子 220,000 253,575 0 20,000 8,219 11,781 

吉田けさみ 220,000 201,438 18,562 20,000 7,550 12,450 

待鳥　美光 220,000 224,080 0 20,000 36,120 0 

駒井　政公 220,000 162,488 57,512 20,000 15,440 4,560 

赤松　祐造 220,000 225,782 0 20,000 18,752 1,248 

猪原　陽輔 220,000 172,907 47,093 20,000 11,289 8,711 

菅原　満 180,000 0 180,000 0 0 0 

齊藤　秀雄 220,000 0 220,000 20,000 0 20,000 

斉藤　克己 120,000 107,049 12,951 0 0 0 

（単位：円）

※栗原次男議員、並木修二議員からの請求はありませんでした。
※表中の残額は市へ返還されました。

平成25年度一般会計及び国民健康保険特別会計補正予算
【原案可決】

会計名 補正額 補正後の予算額
一般会計 1億1,404万1千円 215億7,892万8千円

国民健康保険特別会計 904万円 69億5,160万2千円

一般会計
歳入の主な内容
○学校建設基金繰入金 ………………………………………7,212万3千円
○埼玉県緊急雇用創出基金市町村事業費補助金 ……………930万9千円
歳出の主な内容
○小学校建設に伴う用地取得費 ……………………………7,212万3千円
○地域体験交流型イベント「和こたん」Web作成業務委託料 …462万2千円

国民健康保険特別会計
歳出の主な内容
○メタボチェックサイト業務等委託料 ………………………595万5千円
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本会議を録画したDVDセットを、議会事務局窓口と市図書館で貸出しています。ぜひ、ご利用ください。

常任委員会等の構成
6月定例会開会日に、委員会の構成等が新しくなりました。

（◎委員長��○副委員長）

議会運営委員会
　議会の円滑な運営、議会内の申し合わせの確認などを行う委員会
です。

菅原 満（議長）
栗原 次男（オブザーバー  副議長）
金井 伸夫（オブザーバー）

◎齊藤 秀雄 ○吉田 けさみ 阿部 かをる
待鳥 美光

文教厚生常任委員会
　主に保健福祉、介護保険、保育、学校教育、社会教育、公民館、図書館、
スポ−ツ、青少年問題に関する議案などを扱います｡

須貝 郁子
村田 富士子
斉藤 克己

○猪原 陽輔 ◎熊谷 二郎 佐久間 美代子
栗原 次男
吉田 武司

学校建設等特別委員会
　今年3月19日（火）に設置しました。現在、委員は議長を除く全議員16
名で構成しています。（◎栗原次男　○吉田武司）
　5月21日（火）に第1回委員会を開催し、学校建設及び適正な配置に関
することについて審議を行いました。

総務環境常任委員会
　主に市政の政策、財政、市民生活、環境、道路、建築、防災、上下水道、人
事、一般会計歳入予算に関する議案などを扱います｡

駒井 政公
赤松 祐造
金井 伸夫
菅原 満

◎阿部 かをる ○待鳥 美光 田上 安男
齊藤 秀雄
吉田 けさみ

6月10日（月）6月11日（火）

松
本
市
長
２
期
目
の
市
政
は

質
問
▼
３
つ
の
基
本
姿
勢
と
新
た
な
政

策
公
約
６
つ
の
基
本
方
針
、
特
に
寄
り

添
う
市
政
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
▼
政
策
を
机
上
で
考
え
る
だ
け
で

な
い
対
話
を
重
視
し
た
現
場
主
義
を
掲

げ
た
も
の
で
す
。
高
齢
化
の
進
展
を
踏

ま
え
さ
り
げ
な
く
手
助
け
を
す
べ
く
、

寄
り
添
う
共
生
の
視
点
を
強
調
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
執
行
部
の
市
長
公
約

に
対
す
る
取
り
組
み
、
駅
北
口
土
地
区

画
整
理
事
業
、保
育
園
待
機
児
童
対
策
、

精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
の

進
捗
、
午
王
山
遺
跡
の
市
民
公
開
、
郷

土
の
文
化
人
作
品
の
小
中
学
校
教
育
へ

の
活
用
、
中
高
生
の
地
域
防
災
教
育
訓

練
へ
の
参
画
、
越
戸
川
・
谷
中
川
の
水

質
汚
染
浄
化
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

赤
松
祐
造

（
新
し
い
風
） 1

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と

副
反
応
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
提
供
を

質
問
▼
和
光
市
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
）予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
と
副
反
応
の
報
告
件
数
を
伺
う
。
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
方
法
、
副
反
応
の
リ

ス
ク
、
検
診
な
ど
総
合
的
に
理
解
し
た

上
で
接
種
す
る
か
ど
う
か
を
選
択
で
き

る
よ
う
、市
民
に
十
分
な
情
報
提
供
を
。

保
健
福
祉
部
長
▼
昨
年
度
ま
で
の
接
種

率
は
63
・
７
％
、
重
篤
な
副
反
応
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
分
に
理
解
し
た
上

で
接
種
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
な
情
報
を
掲
載
し
、
今
後
も
機
を

と
ら
え
て
周
知
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
住
宅
政
策
（
成
熟
し
た

住
宅
都
市
形
成
、
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
、

空
き
家
対
策
）、
図
書
館
運
営
な
ど
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

待
鳥
美
光

（
新
し
い
風
） 5

市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

達
成
で
き
る
の
か

質
問
▼
５
月
、
松
本
市
長
は
無
投
票
で

和
光
市
長
に
再
就
任
し
た
際
、
55
項
目

も
の
政
策
を
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

発
表
し
た
。
厳
し
い
和
光
市
の
財
政
状

況
を
考
え
た
場
合
、
果
た
し
て
50
を
超

え
る
公
約
の
達
成
は
可
能
な
の
か
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
▼
和
光
市
は
、
平
成
23
年
度
に
地

方
交
付
税
の
交
付
団
体
と
な
り
、
か
つ

て
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
予
算
の
更

な
る
効
率
化
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、

財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
つ
つ
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
４
年
間
で

の
達
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
１
期
目
の
実
績
と

自
己
評
価
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

田
上
安
男

（
緑
風
会
） 2

待
機
児
童
解
消
に

幼
稚
園
を
活
用
し
て
は

質
問
▼
保
育
所
が
足
り
な
い
か
ら
保
育

所
を
作
る
の
で
は
な
く
、
和
光
市
の
財

政
も
困
難
な
た
め
、
幼
稚
園
施
設
の
活

用
を
考
え
、
保
育
園
と
同
様
の
機
能
を

持
つ
幼
稚
園
に
整
備
し
、
待
機
児
童
解

消
に
役
立
て
て
は
。

保
健
福
祉
部
長
▼
２
年
後
に
実
施
さ
れ

る
子

※

※

ど
も
・
子
育
て

新
制
度
の
施
行
を
待

た
ず
に
国
か
ら
事
業

内
容
を
示
さ
れ
た
段

階
で
「
待
機
児
童
解

消
加
速
化
プ
ラ
ン
」

の
導
入
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
犯
対
策
、
環
境
行
政

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

吉
田
武
司

（
緑
風
会
） 6

指
定
管
理
者
制
度
運
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を

質
問
▼
平
成
22
年
の
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
で
は
、
応
募
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
信
用
情
報
が
取
り
扱
わ
れ
る
場

合
、
会
議
録
を
非
公
表
と
し
た
が
、
公

表
す
る
こ
と
で
支
障
を
来
す
部
分
の
み

を
非
公
表
と
し
、
そ
れ
以
外
は
公
表
す

べ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す
べ
き
。

企
画
部
長
▼
応
募
者
が
社
会
的
に
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
部
分
は
非

公
開
と
し
て
い
ま
す
が
、
会
議
録
の
作

成
・
公
開
に
当
た
っ
て
は
必
要
以
上
に

非
公
表
と
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
べ

き
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
会
議
録
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
の
規
定
を
研
究
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
職
員
給
与
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

金
井
伸
夫

（
和
光
市
政
を
改
革
す
る
会
） 3

子
ど
も
の
貧
困
対
策

質
問
▼
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困

率
は
15
・
７
％
と
高
い
数
値
を
示
し
て

い
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
は
そ
の
率
が
高

く
、
む
し
ろ
親
が
就
労
し
て
い
る
家
庭

の
方
が
子
ど
も
の
貧
困
率
は
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
深
刻
な
実
態
が
あ

る
。
ひ
と
り
親
家
庭
が
増
加
し
て
き
た

和
光
市
に
お
い
て
、
生
活
保
護
家
庭
に

限
ら
ず
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
拡
大
し

た
和
光
市
独
自
の
支
援
事
業
が
展
開
で

き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
実

態
調
査
は
ま
だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

国
の
流
れ
を
見
据
え
な
が
ら
、
子
ど
も

の
学
習
支
援
な
ど
一
体
的
な
支
援
体
制

を
整
え
て
対
応
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
、
契
約
制
度
、
廃
棄
物
対
策
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

須
貝
郁
子

（
新
し
い
風
） 7

ア
ー
バ
ン
ア
ク
ア
広
場
の

事
業
内
容
は

質
問
▼
今
後
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
遊
び
場
（
広
場
）
を
一
番
手

前
側
に
す
べ
き
と
の
提
案
に
つ
い
て
。

ま
た
、
仮
称
新
倉
運
動
公
園
か
ら
の
名

称
変
更
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長
▼
ア

※

ー
バ
ン
ア
ク
ア
広
場

８
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た
整
備

を
行
う
に
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る

た
め
、
新
た
な
資
金
源
を
活
用
し
た
見

直
し
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
多

目
的
広
場
の
配
置
な
ど
を
含
め
、
平
成

28
年
度
完
成
を
目
指
し
た
整
備
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
名
称
変

更
に
つ
い
て
は
、
愛
称
公
募
も
視
野
に

入
れ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
、
庁
舎
内
の
窓
口
対
応
な
ど
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

齊
藤
秀
雄

（
緑
風
会
） 8

未
着
工
土
地
区
画
整
理
事
業
の

見
直
し
に
つ
い
て

質
問
▼
現
在
５
地
区
で
土
地
区
画
整
理

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
40
年
以
上
放

置
し
て
い
る
未
着
工
エ
リ
ア
の
計
画
見

直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長
▼
長
期
間
に
わ
た
り
未
着
手

の
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
事

業
の
見
通
し
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
区
域
で
は
、
一
定

の
建
築
制
限
に
よ
っ
て
無
秩
序
な
市
街

化
が
抑
制
さ
れ
る
一
方
、
地
権
者
の
自

由
な
土
地
活
用
が
制
限
さ
れ
、
道
路
や

公
園
な
ど
の
整
備
の
遅
延
を
招
い
て
い

ま
す
。
昨
年
、埼
玉
県
が
策
定
し
た「
長

期
未
着
手
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に

係
る
市
街
地
整
備
指
針
」
を
参
考
に
対

応
方
法
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
未
整
備
市
道
の
管
理
問

題
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

駒
井
政
公

（
新
し
い
風
） 4

市政に対する 一 般 質 問 6月10日（月）
11日（火）



広報わこう 2013年8月号9

会議録は、市庁舎1階行政資料コーナー、市議会図書室、市図書館、各公民館(本会議のみ)で閲覧できます。

常任委員会等の構成

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
改
善
を
求

め
る
陳
情
書�

【
趣
旨
採
択
】

　

市
内
循
環
バ
ス
は
平
成
25
年
4
月

1
日
か
ら
3
台
に
な
り
運
行
コ
ー
ス

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
病
院
な
ど
に
乗
り
換
え
な
し
で
行

か
れ
た
も
の
が
で
き
な
く
な
り
、
乗

り
換
え
の
待
ち
時
間
も
長
く
、
高

齢
者
は
利
用
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
台
数
が
増
え
た
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
以
前
よ
り
不
便
に
な
っ
た
地

域
に
つ
い
て
は
改
善
を
し
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
総
務
環
境
常
任
委
員
会
の
審
査
は
、
参

考
人
を
招
き
、
状
況
や
意
見
を
聴
取
し
て

行
い
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、一
部
抜
粋
に
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
陳
情
１
件
を
受
け

付
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

陳情
５
月
21
日
に
開
催
し
た「
学
校

建
設
等
特
別
委
員
会
」で
の
主

な
質
問
と
回
答
で
す
。

報告問　

予
定
地
の
面
積
の
規
模
は
。

答　

約
１
万
５
、０
０
０
㎡
で
す
。

問　

重
要
な
交
渉
で
は
、
市
長
等
が
行

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
長
が
行
く
こ
と
や
、
最
終
的

に
は
市
長
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
当

然
考
え
て
い
ま
す
。

問　

下
新
倉
保
育
ク
ラ
ブ
と
学
校
の
規

模
と
の
関
係
に
つ
い
て
。

答　

児
童
数
５
０
０
名
規
模
で
考
え
る

と
、
普
通
教
室
は
3
学
級
で
18
教
室
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
下
新
倉
保
育
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
準
備
委
員
会
を

進
め
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
水
害
）
を
想

定
し
て
設
計
さ
れ
る
の
か
。

答　

当
然
安
全
面
を
考
え
、
計
画
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議会外構成各種委員等名簿
任期

（年） 名称 委員氏名

4 監査委員 須貝郁子

2 朝霞地区一部
事務組合議会

菅原満（議長は規約による）

吉田けさみ　待鳥美光
栗原次男　　斉藤克己

3 農業委員会 吉田武司

2 都市計画
審議会

熊谷二郎　　田上安男
村田富士子　駒井政公

任期
（年） 名称 委員氏名

3 民生委員
推薦会 阿部かをる

2 青少年問題
協議会

佐久間美代子
猪原陽輔

4 土地開発
公社

金井伸夫　赤松祐造
齊藤秀雄

6月12日（水） 6月13日（木）

「
サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
」と

市
内
店
舗
と
の
連
携
を

質
問
▼
「
サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
」
開
館
20
周

年
を
機
に
、
文
化
施
策
の
推
進
と
、
周

辺
店
舗
が
ホ
ー
ル
利
用
者
へ
特
典
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
の
連
携
し
た
取

り
組
み
を
。

市
長
▼
文
化
振
興
施
策
に
つ
い
て
は

「
サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
」
を
市
の
芸
術
・
文

化
の
発
信
拠
点
と
位
置
付
け
て
お
り
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
部
長
▼
商
工
会

と
の
間
で
話
し
合
い

を
持
っ
て
お
り
、
開

館
20
周
年
記
念
事
業

を
機
に
実
現
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
災
対
策
、
性
同
一
性

障
害
を
持
つ
子
ど
も
へ
の
対
応
、
水
洗

化
へ
10
年
来
の
懸
案
事
項
の
解
決
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

村
田
富
士
子

（
公
明
党
） 9

学
校
施
設
を
含
め
た

公
共
施
設
の
管
理
計
画
を

質
問
▼
学
校
施
設
は
築
30
年
以
上
の
施

設
も
多
く
、
計
画
的
な
改
修
や
改
築
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
学
校
施
設
を
含

め
た
市
有
施
設
全
体
の
保
全
計
画
に
つ

い
て
市
長
に
伺
う
。

市
長
▼
県
内
の
先
進
自
治
体
で
は
学
校

施
設
や
、
水
道
、
公
共
施
設
を
ト
ー
タ

ル
で
情
報
公
開
し
、
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。
今
後
、
教
育
委
員
会
と
調
整
を

図
り
、
学
校
施
設
な
ら
で
は
の
課
題
や

財
源
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的
に

情
報
公
開
し
、
保
全
計
画
を
立
て
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
動
物
愛
護
管
理
法
の
改

正
を
受
け
、
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
費

助
成
や
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
管
理
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

斉
藤
克
己

（
公
明
党
） 13

市
内
循
環
バ
ス
３
台
で
一
千
万
円
の

負
担
増
、効
果
の
あ
る
改
善
を

質
問
▼
３
月
ま
で
利
用
し
て
い
た
多
く

の
方
か
ら
４
月
か
ら
利
用
で
き
な
い
と

苦
情
が
殺
到
し
て
い
る
が
、
利
用
状
況

を
伺
う
。藤
ノ
木
橋
バ
ス
停
の
復
活
で
、

埼
玉
病
院
や
、ゆ
め
あ
い
和
光
な
ど
に
直

通
で
き
る
よ
う
、ま
た
、
白
子
コ
ミ
セ
ン
か

ら
中
央
公
民
館
や
、
和
光
市
駅
方
面
へ
の

運
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
い
か
が
か
。

市
長
▼
直
行
で
埼
玉
病
院
に
行
か
れ
て

い
た
方
が
行
け
な
く
な
っ
た
話
を
聞

き
、
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

建
設
部
長
▼
昨
年
と
利
用
人
数
を
比
べ

る
と
４
月
は
５
１
２
人
の
減
少
、
５
月

は
６
１
６
人
の
増
加
で
し
た
。
バ
ス
を

２
台
か
ら
３
台
に
し
ま
し
た
が
、
利
用

増
が
見
込
め
る
よ
う
に
、
十
分
応
え
る

た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
、
生
活
保
護

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

佐
久
間
美
代
子

（
日
本
共
産
党
） 10

地
元
建
設
事
業
者
の
支
援
策
と
し
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設
を

質
問
▼
朝
霞
市
で
は
、
平
成
24
年
度
の

実
績
と
し
て
、
10
万
円
を
限
度
と
し
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
2
1
2
件

行
っ
て
い
る
。
地
元
建
設
事
業
者
の

支
援
策
と
し
て
、
和
光
市
も
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設
を
。

市
民
環
境
部
長
▼
市
長
の
政
策
公
約

の
中
で
、
防
災
、
減
災
に
よ
る
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
防
災

リ
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

を
掲
げ
て
い
ま
す
の

で
、
実
現
に
向
け
て

検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
駅
北

口
土
地
区
画
整
理
事

業
、
平
和
祈
念
事
業

な
ど
の
質
問
を
し
ま

し
た
。

熊
谷
二
郎

（
日
本
共
産
党
） 14

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
、

税
の
完
納
要
件
撤
廃
を

質
問
▼
利
用
に
あ
た
り
、
負
担
と
受
益

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
税
の
完
納
要
件

を
付
し
て
い
る
。
し
か
し
、親
か
ら
子
へ

と
貧
困
の
連
鎖
を

防
ぐ
た
め
の
「
子

ど
も
貧
困
対
策

法
」
の
趣
旨
を
鑑

み
る
と
完
納
要
件

を
撤
廃
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
▼
同
法
律
等
を
考
慮

し
、完
納
要
件
の
撤
廃
も
視
野
に
入
れ
、

検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
見
直
し
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
藤
ノ
木

橋
バ
ス
停
の
復
活
と
、
見
直
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
行
き

の
バ
ス
に
よ
る
暫
定
対
応
に
つ
い
て
な

ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

阿
部
か
を
る

（
公
明
党
） 11

す
べ
て
の
学
年
で

30
人
学
級
の
実
現
を

質
問
▼
新
設
校
の
設
置
後
は
適
正
な
学

校
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

し
て
い
る
が
、
30
人
学
級
を
実
現
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

教
育
長
▼
各
学
校
の
空
き
教
室
の
状
況

や
財
政
上
の
課
題
も
あ
り
、
全
学
年
で

30
人
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
し
か
し
、
き
め
細
や
か
な
教
育
活

動
の
実
現
の
た
め
に
は
、
少
人
数
で
の

学
級
編
成
は
有
効
で
す
。
市
独
自
で
小

学
校
３
・
４
年
生
の
35
人
学
級
を
編
制

で
き
る
よ
う
、
教
員
の
確
保
な
ど
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

財
源
と
税
収
の
見
通
し
、
み
な
み
保
育

園
・
し
ら
こ
保
育
園
の
給
食
業
務
の
委

託
先
変
更
に
よ
る
保
育
現
場
の
混
乱
と

問
題
、
介
護
人
材
の
確
保
と
質
の
向
上

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

吉
田
け
さ
み

（
日
本
共
産
党
） 15

駅
南
口
自
転
車
駐
車
場
の

市
外
在
住
者
の
利
用
料
金
見
直
し
を

質
問
▼
駅
南
口
の
地
下
駐
輪
場
は
飽
和

状
態
に
あ
る
。
新
た
に
市
民
が
利
用
で

き
な
い
一
方
で
、
市
外
の
利
用
者
の
割

合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
他
市
で
は
市

内
と
市
外
の
利
用
者
を
区
別
し
、
利
用

料
金
に
差
を
設
け
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

駐
輪
場
の
現
状
か
ら
、利
用
料
金
を
見
直

す
段
階
に
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

建
設
部
長
▼
平
成
24
年
度
の
利
用
状
況

は
、
定
期
利
用
者
が
97
・
８
％
、
一
時

利
用
者
が
１
２
４
％
の
稼
働
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
市
内
外
の
居

住
等
を
問
わ
ず
同
一
料
金
と
し
て
い
ま

す
。
利
用
料
金
に
差
を
設
け
て
い
る
自

治
体
の
状
況
を
調
査
し
、
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
待
機
児
童
対
策
、
職
員

の
満
足
度
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

猪
原
陽
輔

（
新
し
い
風
） 12

※ 用 語 解 説

子ども・子育て新制度
子ども・子育て関連3法に基づき、幼稚園と保育所の良さをあわせ持つ

「認定こども園」の普及、子育ての相談や一時預かりの場の増設、待機児
童の解消のため保育の受入れ人数の増加など、子育てをめぐる課題の解
決を目指して平成27年度から実施される制度。

アーバンアクア広場整備事業
埼玉県荒川右岸流域下水道終末処理場（新倉6-1-1）の上部空間を利用
して、スポーツレクリエーション施設等に整備する事業。

一般質問の様子

市政に対する 一 般 質 問6月 12日（水） 
13日（木）
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市議会ホームページもご利用ください 和光市議会 検　索

会派名

議員名

新しい風 緑風会 日本共産党 公明党
和
光
市
政
を

改
革
す
る
会 議

決
結
果

須
貝
郁
子

赤
松
祐
造

猪
原
陽
輔

駒
井
政
公

待
鳥
美
光

齊
藤
秀
雄

栗
原
次
男

田
上
安
男

吉
田
武
司

吉
田
け
さ
み

佐
久
間
美
代
子

熊
谷
二
郎

阿
部
か
を
る

斉
藤
克
己

村
田
富
士
子

金
井
伸
夫

市長提出議案　

議案第35号
専決処分の承認を求めることについて

（和光市税条例の一部を改正する条例）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第36号
専決処分の承認を求めることについて

（和光市都市計画税条例の一部を改正する条例）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第37号
専決処分の承認を求めることについて

（平成25年度埼玉県和光市一般会計補正予算（専決第1号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第38号 和光市新型インフルエンザ等対策本部条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第39号 市長の給料の特例に関する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第40号
和光市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定めること
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第41号 和光市子ども・子育て支援会議条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第42号
和光市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を定めること
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第43号
和光市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の
一部を改正する条例を定めることについて

○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第44号 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第45号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第46号 平成25年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第47号 平成25年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第48号 職員の給料の特例に関する条例を定めることについて × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○
否決

（地方自治法第
116条第1項の
規定に基づく議
長裁決による）

陳情

陳情第1号 市内循環バスの運行改善を求める陳情書 △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ 趣旨採択

議案の採決結果
平成25年6月定例会で審議された議案の採決結果です。
人事・報告案件を除きます。

〇：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　棄：棄権　除：除籍
△：趣旨採択  （議長 菅原 満は会派に所属せず ）

※並木修二議員は平成25年5月7日付で辞職しました。

8月 29日木 開会、提案説明
9月 4日水 議案に対する質疑
5日木・6日金

常任委員会
9日月〜11日水

12日木・13日金
市政に対する一般質問

17日火・18日水

20日金 委員長報告、討論、採決、閉会

掲載記事の詳細は、議会事務局（電話 048-424-9108　FAX 048-463-2835　Eメール i0100@city.wako.lg.jp）までお問い合わせください。

編集 ■委員長��齊藤秀雄　■副委員長��吉田けさみ　■委員��阿部かをる　待鳥美光　■議長��菅原満　■オブザーバー��栗原次男（副議長）　金井伸夫

9月定例会の開催予定

【開催日確定までの予定】
※ 正式な日程及び市政に対する一般質問における議員の発

言順位は、8月27日（火）開催の議会運営委員会で決定する
予定です。決まり次第、市議会ホームページ、ポスターなど
で、お知らせします。

※請願・陳情の締め切りは、8月26日（月）15：00の予定です。

開会時間は各日9：00を予定
本会議の録画中継をインターネットで公開し
ています。
中継映像は本会議の開催後5日以降（土・日、祝
日を除く）に配信します。ぜひ、ご覧ください。

本会議のインターネット録画中継

本会議録画中継トップページ
http://www.gikai-web.com/dvl-wako/

ぜひ、傍聴に
お越しください

議会報告会を開催しました
　平成25年4月27日（土）に
議会報告会を開催しました。
　はじめに、菅原議長が挨拶
し、続いて3月定例会の常任
委員会に付託した当初予算
の審査概要を、総務環境常任委員会及び文教厚生
常任委員会の委員長がそれぞれ報告しました。
　また、来場者の皆さまから報告内容、市が実施
している各種事業及び議会についてのご質問、ご
意見をいただきました。
　いただきましたご意見につきましては、今後の
市政及び議会運営等において参考にさせていた
だきながら、より充実した報告会、より開かれた
議会を目指して取り組んで参ります。ありがとう
ございました。
　次回は10月26日（土）に開催する予定です。詳
細が決まり次第、市議会ホームページ、広報わこ
う、ポスター等でお知らせします。

● 本会議の手話通訳・要約筆記を無料で手配します。
● 市議会だよりを朗読したCD又はカセットテープを貸出します。 

また、市議会ホームページで音声データを公開しています。

聴覚・視覚障がいの
ある皆さまへ

議会運営委員会

報告会の
DVD貸出しできます




